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研究成果の概要（和文）：中国の山水画と地図の関係について考察を行った。とりわけ、現在までほとんど考察される
ことがなかった「地図山水画」（地図として描かれているが、山水画としての要素を持つもの）についてその特徴を明
らかにした。一方で、京都大学所蔵の諸地図について、様々な方面から、類似品を持つ台北故宮の研究者との共同研究
を進めた。

研究成果の概要（英文）：The relationship between Chinese landscape paintings and map drawing was 
examined. “Map with elements of landscape paintings” has not yet fully studied in previous studies. 
Through this project research, it is clarified that “maps with elements of landscape paintings” have 
several important features. A joint research with researchers in National Palace Museum in Taipei was 
carried to examine the old Chinese maps stored in Kyoto University, comparing the Chinese maps stored in 
Taiwan.

研究分野：中国哲学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 
本研究を開始する背景には大きく言って
二つの要素がある。 
 ひとつには、数年前から開始している、京
都大学所蔵の「山西辺垣布陣図」の研究の蓄
積をもとに、さらに同図ならびに他の京都大
学蔵品の調査を進める必要があったことが
ある。このことは、同時に、研究代表者がそ
もそも地図に興味を持ったのは、同図を研究
分担者の杉浦氏、同じく木津氏と共同で解析
を始めるなかで、地図というものが山水画を
研究する上で極めて重要だという、ごく当た
り前のことであるにもかかわらず看過され
てきたことに気づかされたことも大きな意
味を持っている。 
 もう一つの背景は、上記のように、山水画
研究者がほとんど地図に興味を払っていな
いという事実である。山水画の研究者のほと
んどが美術史畑出身で、作品の「質」にどう
してもこだわるために、確かに山水画の名品
と出来を比べたなら、いささか遜色があるこ
とは事実なので、研究対象としてのぼりにく
いということも加わって、ほとんどの絵画図
録に登場しないことはもちろん、美術館博物
館の「絵画」の展覧会にも飾られることはめ
ったにない。 
 そのように看過された理由は、「絵画は絵
画、地図は地図」として、別物だという意識
が強いから、ではないかと考えた。本研究が
「地図山水画」という概念を特に提示し、そ
の歴史を構築したいと考えた背景の大きな
要因はここにある。 
 
２．研究の目的 
 
本研究は、「山西辺垣布陣図」の研究考察
をもとに、これまで中国絵画の歴史、さらに
は中国山水画の歴史のなかで無視されてき
た、地図に描かれた山水について、それを山
水画の歴史の中に位置づけることをめざし
た。同時に、類品および関連文献・史資料調
査および陣や長城、山河などの現地比定を踏
まえて、記載された文字情報、諸施設の空間
配置や行程等に関し、多角的な分析を行い、
本図の全貌を明らかにし、それを手がかりと
することにより、構想される地図山水画史が、
ひとつの具体的な現実と地図に関する明確
な理解に基づくものとなる。さらに、地図的
描図形態の解明、即ち普遍的な地図類型の中
で、本地図が持つ特異性と普遍性を明らかに
し、地理景観の中でどのような特質が地図に
反映されうるかという視点から、本図に描か
れる土地景観を特徴付けることによって、広
く世界の地図や風景画、山水画との関係の中
に、本地図を、さらには中国地図山水画を位
置づけることを目指す。 
 
３．研究の方法 
 

 本研究は、研究代表者宇佐美の地図山水画
史に関する個人研究と、研究分担者杉浦、木
津の両名を加えた、京大蔵品の共同調査との
二つの方法をとった。とりわけ後者について
は、台北故宮博物院の盧雪燕研究員の協力を
仰ぎ、助手の方も含めて京大にお招きして共
同で調査を行い、意見交換をすると共に、こ
ちらからも台北故宮博物院に赴き、蔵品調査
を行った。 
 
４．研究成果 
 2013 年度には、京都大学蔵「山西辺垣布陣
図」と関連する地図の調査研究を主に行った。
とりわけ 2014 年 1月に、この図と同様の状
況下で時期を異にして作成された図を多く
所蔵している台北故宮博物院図書文献処の
盧雪燕研究員他二名を招いてレビューを受
け京大蔵本を見ていただき、意見交換ができ
たことが大きな成果であった。その後、台北
故宮蔵本の画像データを収集し、以後更に詳
細な比較研究が可能となったことも重要な
進展である。なお、上記布陣図とは別に、京
都大学蔵「北京城図」の調査も開始した。 
なお、研究代表者宇佐美は、個人研究とし
ての地図山水画史の研究を進め、その中で、
実景山水画の代表作であって地図山水画史
を考える上で重要な作品である上海博物館
蔵「西湖図」が東京国立博物館で展示され、
実見調査できたことも有意義なことであっ
た。その他、中国の書画研究誌『芸苑掇英』
の図版のデータベース化、前記盧先生の「山
西辺垣布陣図」に関わる中国語論文の日本語
翻訳作成なども、この年度の成果である。 
2014 年度には、研究代表者宇佐美は、前年
度に続いて地図山水画史の研究を進め、その
成果の一端を岩波新書『中国絵画入門』（2014
年 6月刊）の第七章「地図山水」ならびに「地
図か山水画か」の中に記述した。研究分担者
杉浦と木津は、京都大学蔵の北京内城図の研
究を進め、その成果を『京都大学文学部研究
紀要』54 号に「京都大学蔵『北京内城図（八
旗方位図）』（仮称）に示される満洲・蒙古・
漢軍の関連施設とその時代背景」として発表
した。 
 2015 年度には、研究代表者宇佐美は地図山
水画史に関する研究を昨年度に引き続き行
った。研究成果に関わる論文は、藤井淳編『古
典解釈の東アジア的展開』（京都大学人文科
学研究所(2016 年度内に発行予定））に掲載す
る予定である。これは、地図山水画を考察し
ていく中で、「実景山水画」を考えることの
重要性があらためて認識されたことによる。
これはさらに、実景に基づいて瀟湘あるいは
瀟湘八景を描く場合に、しばしばそこに漁父
が描かれること（それは南宋の李氏「瀟湘臥
游図」（東京国立博物館蔵）、やはり南宋の牧
谿「漁村夕照図巻」（瀟湘八景之一、根津美



術館蔵）など、枚挙にいとまがない）の意味
が問題となる。そこで、実景図に限らず、そ
もそもこの漁父を描く意味自体に変化があ
ったことを、特に漁父を好んで描いた元の呉
鎮の作例などを手がかりにしながら考察す
るものである。 
また研究代表者宇佐美は 2016 年 2月に台
北故宮博物院を訪問し、書画ならびに典籍の
調査をするとともに、台北故宮博物院図書文
献處研究員の盧雪燕光生と今後の研究計画
について検討した。なお、盧雪燕先生につい
ては、これに先だって 2016 年 1月に助手二
名とともに京都大学にお招きし、京都大学文
学研究科所蔵の清代中国地図、苗蛮図二種、
江戸時代に日本で模写された明代中国地図
及び日本絵図などを調査、さらに天理大学附
属天理図書館にて、貴重書の調査閲覧を行い、
特に日本の「水族図」の、描図法について調
査を行った。これらの調査には、研究分担者
杉浦・木津が同行し、調査及び議論を行った。
そこでは、京都大学蔵の九辺図がチベットを
含む貴重な資料であること、また、日本の江
戸時代に、中国の地図を模写したものが印刷
され、それが中国に渡り、情報が書き加えら
れた状態でまた日本にもどったものがあり、
地図をめぐる日中の交流史をたどれる資料
など、学術上興味深いものがあることなどに
ついて盧教授の示教を得、さらに今後の研究
計画について検討した。 
また、これまで進めてきた中国絵画データ
ベース作成の一環として、『故宮書画図録』
（32 巻まで）のデータベース化作業を行い、
当図録に記録される作品の作者や画題等に
よる検索を可能にするデータベースを作成
した。 
なお、研究論文の概要については前述した
が、当該論文では特に記述されない予定の、
地図の成立と山水画の成立の関係に関する
考察について簡単に記しておく。 
中国で最古の地図とされるのは河北平山
県中山国王墓（BC310）出土の青銅板兆域図
だが、ただしこれは明確に地図と言えるかど
うかは議論があり、続くのが甘肅天水県の放
馬灘地図（木板）で、BC250～300 年のもので
ある。これは、あきらかに「川」の図であっ
て、山水画の源流と考えてよい。（これは、
Michael Sullivan の『中国山水画の誕生』が
山水画の源流に「風景」を考える発想とはい
ささか異なるものであることを注記してお
く。）そして、川が中心であることもその要
因なのだが、視点は完全に垂直としてよかろ
う。実は先の兆域図も真上からの視点を持つ。
要するに、誰でも考えればすぐにわかること
なのだが、通常の絵画は基本的に水平視線あ
るいは俯瞰視線である。（正確にいうと、複
雑な視線を持つものがあるわけだが、その場

合にも少なくとも水平視線あるいは俯瞰視
線をもつ。）対して戦国の帛畫も、馬王堆の
帛畫も同様に垂直視線と考えていいだろう。
これは「真上から見たらこんなふうになるは
ず」ということである。要するに完全な「架
空視点」なのである。対して通常絵画はあく
までも「こんな風に見えるだろう」という発
想ではない。その意味で、実景山水画であり、
地図山水とも言える重要な作品である南宋
李嵩の「西湖図」が完全なる架空視点で描か
れる（これについては『中国絵画入門』の中
でも既に指摘した。）の持つ意味は重要であ
る。結局、何が地図で何が山水画かという問
題について、単純にこの「視線が垂直か否か」
即ち「架空視線かどうか」ということが大き
な意味をもつ。それが、最初期の地図を考え
ることにより明確になるものと思われる。な
お、放馬灘からは、BC179～141 とされる紙
に描かれた地図も出土している。写真のみか
らの考察なので非常に難しいのだが、川を描
いた上で、岸を崖のように描いており、既に
俯瞰視がはじまっていることには注意が必
要である。続くのが馬王堆の地図だが、これ
は「城邑図」であって、山水画ではない。た
だし、街の区画は垂直視であるのに対して、
建築物は水平視されており、後に一般的にな
る水平垂直の混合が既に見られることが注
目される。つまり、先の放馬灘の紙の地図も、
俯瞰視しようとしたわけではなく、「崖を横
から見た」様子を示すのではないかとも考え
られる。それは、よく知られる山を表現した
漢代の画像磚（河南省出土淅川県出土）に見
られる線と同じ物なのではないか。つまり、
この放馬灘の紙の地図から、画像磚の線の意
味も明らかにできるのではないかと思われ
るのである。なお、馬王堆からもう一点出て
いる「地形図」のほうは、水系を描いたもの
である。ただしこちらには「湖」かと思われ
る形状で山脈が描かれる。これは、同じく馬
王堆から出土した「駐軍図」の山の描き方と
は随分ちがうのだが、交互に形を膨らませて
その尖端に何かを表現するというところか
ら、いずれも山の表現であろうと推測される。
注意すべきは、同じ方向からの平面的な半円
のつながりにしないということである。後世
には、同じ方向からの山をつなげるのが一般
的となり、それはそれでまた不自然なのだが、
馬王堆の場合は、とにもかくにも「上から見
る」のだから、九州山川図のような、どうみ
ても横から見た山のように見えることには
抵抗があったのだろう。交互に山が半円を描
いて表現されるのは、そういう意識の表れで
あると考えられる。（なお、地図をより「地
図」らしくしたのは「地図記号」である。羅
洪先（1504～1564）の「廣輿図」がそのはし
りで、そのことを指摘したのは、王庸『中国



地図史稿』である。ただ、「府从□」のよう
に、はっきりと凡例（図例）を示してはいな
いが、馬王堆の地図もある意味では「記号化」
しているのではというのが Cordell 
D.K.Yee『中国地図学史』の意見である。も
うひとつ、縮尺（あるいは測量）の問題があ
るが、これらは純粋に地図の問題であり、こ
こでは問題にしないが、地図と山水画の違い
を考えるためには重要なことなので、念のた
めに注記しておく。） 
なおもう一点、これも Yee が指摘すること
だが、地図においては「目的」が大きな意味
を持つことも重要である。これは有名な荊軻
の逸話に既に示されているように、「軍事目
的」がその最たるものであり、「政治目的」
要するに「実用」ということを考えざるを得
ない。実用目的で作られながらも、山水画の
技法を駆使しているところに、地図山水画の
ひとつの特色があることは既に了解済みの
ことであろう。ただ、考えるにこれは、陶磁
器という「芸術」の成立ときわめて似ている
ことが重要であることを指摘しておきたい。
なお、陶磁器との決定的な違いは、「目的」
と「藝術性」が結合した後、再び「目的」が
分離したもの、つまりその「目的」を無視し
た芸術的陶磁作品は、最初に陶磁器が作られ
たときの目的、「ものを盛る」という役割で
考えると全く役に立たない（現代陶芸「アー
ト」を考えてみれば明白）ことには注意が必
要である。山水画は政治や軍事には役に立た
ない。それは「実景図」ではないから、であ
る。ただ、実景図ならすべて政治軍事に役立
つかと言えばそうでもない。その意味で、前
述したように、実景図の意味を考えることが
重要な論点として残ることになる。この実景
図については、これもYeeが指摘するように、
地図においては「境界」を示すことが重要で
あり、これは、政治上はそれがきわめて問題
となるが、「観光地図」にはそれは不要であ
る。その意味でこれは山水画にすり寄ること
になろうか。もちろん、このことは、実景図
であってはじめて問題になることなのだが、
実は山や川が実際に地図の中では自ずと境
界を示すことになっているというのが重要
なことといえよう。 
要するに、地図と山水画は別個に発展し、
あるとき融合した、とおそらくこれまでは考
えられてきたのだが、実は地図山水のほうが
ずっと以前から存在していて、それが山水画
に大きな影響をあたえたという構図、つまり、
単純に視線の問題で考えると、垂直視線から、
人間の目線への移行が、山水画を成立させる、
という方向を考えるということである。（俯
瞰視は、高い山に登れば可能であるが、垂直
視線は飛行機にでも乗らないと不可能。ただ、
前述の李嵩「西湖図」の場合は、あの絵を描

くために登ることの出来る山が現実に存在
しない。）なお議論が必要であることはいう
までもないが、しばし以上のことを指摘して
おきたい。 
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〔産業財産権〕 
○出願状況（計 0 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
出願年月日： 
国内外の別：  
 
 
○取得状況（計 0 件） 
 
名称： 
発明者： 
権利者： 
種類： 
番号： 
取得年月日： 
国内外の別：  
 
〔その他〕 
ホームページ等 
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